














Reflections on Conducting “Environment and DRR Education” Course 
















































































































































































































































































◆教師の指示だけでなく自己判断できる訓練　　　 ◇「させられる」 から 「する」 訓練へと意識を高める指導























































きで用いた言葉が，第一次の 74 名から 94 名と増え，最も顕著な例は『判断する力・行動力・考える』が 28 名か
ら 81 名と大きく変化していた。これらの言葉は，対で使用しているケースがほとんどであった。
　さらに，回数的に多く使用されていたが，第一次と第二次にあまり変化がなかった言葉が『地域』，『マニュアル』
『教師・先生』が挙げられる。『地域』の使用例は，第一次 41 名，第二次 49 名で互いに顔の見える関係の大切さを
強調した学校と地域のとの連携の重要性を取り上げていた。また『マニュアル』は，第一次 34 名，第二次 32 名
であるがそれぞれ取り上げる意図に違いがあり，第一次は「マニュアルは，想定外の少ない内容であるべき」等マ
ニュアルの在り方についての指摘が大半を占め，第二次は「マニュアルに頼るだけでなく」等，他の能力の必要性








































・ 河北新報 2013 年４月 29 日，30 日　５月１日，２日版
・ 毎日新聞 2011 年８月 11 日版
・ 仙台市立吉成中学校実践事例
・ 仙台市立木町通小学校実践事例
・ 仙台市立西松陵小学校実践事例
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